
■懸命な経営努力
愛媛県砥部町の小規模特養「ひろた」
（社会福祉法人広寿会）は０１年に開
設した。現在は短期入所（定員６人）、
通所介護２カ所、居宅介護支援のサー
ビスを提供している。
「ひろた」のある旧広田村地域は人口
６７９人、高齢化率５３・６％（１９
年４月現在）。独居の高齢者が多く、
特養の入所待機者も５０人以上いる。
地域の要介護高齢者の生活を支える、
なくてはならない施設だ。
小規模ゆえに開設当初からコスト管理
の徹底、高い稼働率の維持（平均９
８・２％）に取り組んできた。それに
加え、１８年度の報酬減対策として、
１９年１０月から定員４人だった短期
入所を２人分増やした。２人分なら職
員を増やす必要がなく、増収が見込め
るためだ。さらに、給与規定の改定、
仕入れ業者の見直しなどもしてきた。
従来型個室の「ひろた」は、要介護４
で計算（１単位１０円）すると、年間
３７２万円程度の減収となる。西日本
豪雨の災害対策として定員超過で利用
者１人を受け入れたので、

すぐに大きな影響はないが、西岡真由
美・施設長は「介護職員を１人を雇え
るぐらいの金額。これが続くとなると
厳しい」と話す。

■まとめ
さらに小規模特養の経営に追い打ちを
かけるのが、基本報酬を通常規模特養
と統合する方針が示されていることだ。
そうなれば基本報酬は大幅に下がる。

もともと小規模特養の基本報酬が高い
のは、大規模特養の設置が難しい特殊
な事情を考慮したから。厚生労働省で
今春始まる２１年度介護報酬改定の議
論では、報酬減ありきではなく、まず
はそれぞれの特殊な事情が解消された
のか検証すべきだろう。
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※尚、今後このようなご案内が不要な場合は、右の欄にチェックを入れて
0575-24-5733迄ご返信をお願い致します。

医療・介護・障がい福祉の経営者(幹部)のための
隔月勉強会です。特別セミナーと勉強会を基本と
する経営塾です。経営者様が抱える問題・疑問
及び、他社はどのようにして解決しているのかを共有
することで、自社のみならず、スタッフ・利用者・家族、
地域にとっても有益な情報をご提供して参ります。
次回の開催は6月30日「小濱道博先生による
特別セミナー」です。開催が近づきましたらDMで
お知らせいたします。是非ご参加ください。
ホームページでも随時
情報を更新しております。


